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研究成果の概要（和文）：西田らは、主体価値測定アプリを開発し、思春期大規模コホート研究に導入した。そ
の結果、思春期のロールモデルの獲得・更新と自己制御性の発達が、自律性の成熟の基盤となり、さらにその自
律性が基盤となって主体価値が形成されていくことを解明した。山崎らは、全英出生コホートデータを用い、思
春期の主体価値と自己制御の発達の相互作用が高齢期のウェルビーイングを予測することを解明した。川上ら
は、国内外のコホートデータを用いた一連の研究から、思春期主体価値の２要因モデルを提唱した。

研究成果の概要（英文）：Nishida and colleagues implemented a self-developed application for 
measurement of personal values within a large adolescent cohort study. Results of this research 
demonstrated that acquisition and subsequent revision of role models, along with development of 
self-regulation, formed the basis for maturation of individual autonomy; individual autonomy then 
proceeded to underlie formation of personal values. Yamasaki and colleagues, using data from a 
British birth cohort, demonstrated that the interaction of adolescent personal values and 
self-regulation predicted wellbeing in old age. Using data from both national and international 
cohorts, Kawakami and colleagues investigated relationships between childhood experiences and 
adolescent personal values, and additionally demonstrated influences of adolescent personal values 
on physical and mental health in adulthood.

研究分野： ライフコース疫学、発達疫学、行動科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
思春期主体価値が人間の長期的なウェルビーイングを高めるための重要な介入点となる可能性があること、さら
に思春期の主体価値発達を支える要因としてロールモデルを獲得・更新していくプロセスが重要であることが示
唆された。子どもたちのウェルビーイングを高めるために、多様なロールモデルと出会える環境を構築すること
が重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

主体価値に関するこれまでの研究の多くは、主体価値の形成がある程度進んだ成人を対

象としたものであり、その「発達プロセス」を縦断的にとらえようとする研究、特に大規模

コホート研究によって実証的に明らかにしようとする研究は皆無であった。 

 

２．研究の目的 

若者の活力は、少子高齢社会において社会的イノベーションを維持・発展させるための貴

重な人的資本であり、それを最大限に引き出す社会の在り様が今日問われている。一方、若

者の無気力（アパシー）や長期ひきこもりは、社会問題となって久しく、未だその解消に向

けた有効策は見出されていない。思春期は、人生という長期的生活行動を自ら主体的に選択

する動因（「主体価値」）が形成される重要なライフステージあり、この時期に形成される主

体価値は、その後の人生における自己実現、それを希求する際のモチベーションの基盤とな

り、人間のウェルビーイングの源となる可能性がある。C01 計画班は、思春期の主体価値

の形成過程、およびその後のライフアウトカムに与える影響を、大規模コホート研究によっ

て実証的に解明しようとする国際的にも初めての試みである。 

 

３．研究の方法 

 西田らは、日本で最大規模となる思春期コホート（東京ティーンコホート）を用いてこの

主体価値の思春期形成過程の解明を目指した。東京ティーンコホートは、都内 3 自治体（世

田谷区・三鷹市・調布市）に住む 10 歳の児童約 3300 人の思春期発達過程を縦断的にとら

えることを目的としたプロジェクトであり、これまでのところ（16歳時点） 82％の追跡率

を維持している。C01 計画研究では、この東京ティーンコホートを用いて、14 歳時点と 16 

歳時点の 2 時点の追跡調査を行い、主体価値の思春期形成過程の解明を進めた。2度のコ

ホート調査に先立って、研究初年度には、主体価値の新たな測定方法の開発も行った。 

 山崎らの研究チームは、思春期主体価値とウェルビーイングに代表される高齢期のアウ

トカムとの縦断的な関係を世界最長の追跡期間（70 年）を誇る英国出生コホート National 

Survey of Health and Development（NSHD：1946 British Birth Cohort）データを用いて

検証した。 

 川上らの研究チームは、国内外の大規模コホートデータを使用し、思春期の主体価値およ

び価値へのコミットメントと成人期の健康・ウェルビーイングとの関連、ならびに文化差が

その関連に与える影響を検証した。 

 

４．研究成果 

 西田らは、独自に開発した主体価値測定アプリを用いることで、従来の測定法よりもバイ

アスが少ないデータを得られるようになり、さらに価値の優先順位や価値の矛盾率など、価

値形成のプロセスを把握するうえで重要な情報が収集可能となった。さらにこの体価値測

定法によるデータとコホートデータバンクに蓄積されている他の発達情報を統合的に活用

し、思春期主体価値の形成プロセスを縦断的に検証することが可能となった。東京ティーン

コホートの 12 歳、14 歳、16 歳の 3 時点データを活用した縦断解析によると、12 歳時の

自己制御とロールモデル獲得が相互に影響を及ぼしながら、14 歳時の主体感覚（エイジェ



ンシー）に影響を与え、さらにその 14歳の主体感覚が 16 歳の主体価値・矛盾率に影響を

与える可能性が示唆された。こうした大規模縦断データを用いた解析結果などから、自己制

御力の獲得だけでなく、自分の目標となるロールモデルを思春期に獲得できることが、主体

感覚の形成を介して、主体価値の形成を促していく可能性が見出された。思春期に「自分も

こうなりたい」と思える人と出会い、そのロールモデルと自分とのギャップを埋めようと努

力する中で自己制御もさらに育まれ、主体性、主体価値が構築されていくものと思われる。

多様なロールモデルと出会える環境や機会を積極的に増やしていくことが思春期主体価値

の形成に重要となることが示唆された。 

 山崎らは、思春期の主体価値と自己制御の相互作用が高齢期のウェルビーイングに与え

る影響を明らかにした。思春期における自己制御は、その後の人生におけるネガティブな転

帰（精神疾患，犯罪等）を予測する一方、高齢期のウェルビーイングとは関連は認められて

いない。本研究では、思春期に内発的な主体価値を強く持っていると、たとえ自己制御が低

くても高齢期のウェルビーイングが低下しないことが明らかとなった。本研究結果から内

発的な価値に基づく行動を強化する ACT (Acceptance and Commitment Therapy)のようなア

プローチを自己制御が低い思春期児童に行うことで、長期的なウェルビーイングが高まる

可能性が示唆された（Yamasaki, Nishida et al J Posit Psychol, 2021）。 

 川上らは、国内外のコホートデータを使用し、思春期の主体価値および価値へのコミット

メントと成人期の健康・ウェルビーングとの間に比較的一貫した関連を見出した。日本人で

は周囲との関係への価値が良好なアウトカムに関係したが、米国では成功するチャンスの

あることが良好なアウトカムと関係し、一方、他人とのトラブルを避けることへの価値は良

くないアウトカムと関係していた。思春期主体価値と文化との相互作用が主体価値の成人

期のアウトカムへの影響を決定していると想像される。子供時代の困難な経験（虐待や学校

でのいじめ）は価値領域の選択に、家庭の文化資本や学校での適応は価値へのコミットメン

トに関連していることが見出された。一連の研究成果から、川上らは、思春期主体価値の２

要因モデルを提唱した。すなわち、価値領域の選択とそれにどの程度コミットするかは異な

る要因により決定され、価値領域は文化・社会規範との相互作用で成人期の健康とウェルビ

ーングに影響する（価値のコミットメントは直接影響する）と考えられる。 
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